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一軍に紙の多孔性は透気度 (気孔度 AirResistance,Luftdruchlassigk占it) の大小によ
って評価されるが,透気度とは標準条件 (一定圧力,温度;湿度)に於で試験紙葉を通過する
空気速度を測定して表すものである｡紙屑を通過する空気の流量は圧力差,通過時間,紙の面












実 験 方 法 I
実験材料として市販の未晒クラフトパルプ (以下単に K P),晒 サルファイトパノレプ (S






一定時間後 (5分及び10分)に於けるパルプの SedimentalVolume(沈降容積) の測定等を
行い, 叩解状態を観察した｡ 次いで標準法に従って抄紙, 戟燥後,Gurley's Densometer
(透気慶測定器)による AirResistance.の測定及び強度試験を行った｡同 Densometerに







条件にてKPと SPは S-RFreeness600C.C.附近,` RPと Linterは S-RFreeness7OO
c.C.近 くに叩解 した｡ 次いで之等の紙料を標準法に従って抄紙し乾燥後,AirResistanceの
測定を宥ったが,非常に AirResistanceの小なる試験紙葉は,或る枚数を重ねて測定 し,測
定値を使用枚数で除した値を便宜上測定値と見徹 して使用した｡
実 験 結 果 と 考 察
パルプの叩解と AirResistanceJとの関係に裁ては, 一般に叩解が進むと同時に AirRe-
sistanceも上昇する事が知られている｡ 実験の結果叩解q)進行とFreenessとの関係は Fig.1
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AirResistanceは指数曲数的な関係を有する事が認められる｡ 然 しKPが S-RtFreness650
C.℃.以下とj少しお くれて同様な関係を示すのは, KPは リグニンを5.4%含んで居るた･めに叩
解の際 の繊維の垂動お他の三者と興ってし､る事に基 くものである｡ 庸3-RFreeness750C･C･








以上で直綾的とならないのは叩解の条件によるもので, 本実験 の好 く急速に叩解を進めた場
令,最郡は結束繊維が残存 して予想よりも低い AirResistanceを示したものと考えられる｡
叉最近の Cort67',MasonB',上野9'等の研究によれば,叩解の進行に伴 うFreenessゐ減少
と繊維d)SpecificSurfaceの増加は略同一の曲線となる等 が認められているが, 紙 の Air




示 しているO-究づ DrainageTimeについて Fig.2'aを見ると, 叩解が進む程パルプの種顎i
による差が大となり,特に Linterは S-RFreenessが減少しても億か'しか DrainageTime
は上昇しない｡かかる事実は叩解処理に対する AirResistanceの変化の状態を良 く表 してお





















く- ミセルロースを多く含み .由ydration の大きなパルプは叩解の進行に伴い Sedimenta




潤が小である事が認められる｡ この SedimentalVolumeと AirResistarceの関係はtFig･･
3bに示す如 く,KP,SPは SedimentalVolumeと AirResistanceの対数とは直綿的な関
係にあるが,RP,Linterは SedimentalVolumeに変化がないので余り関係は見られない｡






する｡ パルプをアルカ リ溶液に浸漬するとし繊維は著 しく膨潤 し,- ミセルロースの大部分が溶ヽ
出除去 される事は良 く奏口られている｡即ちアルカ リ溶液に浸漬 した繊維は長 さの方向に20-25
%'収縮 し断面積を50-90%増大 し,又綿繊維の如 くCurlingしているものはその性質を失い,
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Fig.3a Effectof beating time on
sedimentalvolume
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Figン3b Relationofsedimentalvolume
toGurley'sairresistance
水洗 しても元年戻らない. 通常これを Mercerization と云 うがこの様な繊維の形態的琴化及











次に苛性 ソーダ濃 度 とパq}レプの Sedimental
voluheとの関係は hg.5の如 くであるが,守
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更に NaOH 濃度と AirResistanceとの関
係は Fig.6に示す如 くであるが,KPは比較
的 AirResistanceの減少が少いが之は Sedト
mentalVolume と NaOH 濃度との関係にも
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ほ直線的な関係を有している｡ 叉 KPを除 く他のパルプは同一緊度の場合を比 較 するとアル





叩解の進行に伴 うFreenessの減少に対して紙の AirResistanceの対数は直 線 的 に増加
し,叉 SedimentalVolumeの測定は AirResistanceの絶対値の大小の判定に或る程度有効
な事を認めた｡叉パ ルプを濃度109i以上の苛性 ソーダ液に浸潰する事によりLinterは最初の
AirResistanceの30%,RPは5%,SPは2%,KPは10%程蜜に減少した｡ その原因はパ
ルプ中に含まれる-ミセルロ-ズ物質のアルカリによる溶出及びパル,プ繊椎の膨潤,屈曲性の
増大等に存在するものと考えられる｡ 更に緊疫が同一の紙でもパルプの種類,アルカリ処理等
によって AirResistanceは変化して来るが,大体に於て緊姪が増加すれば AirResistance
は指数曲繰的に上昇する事を認めた｡
Resume
lnthispaper,theeffectofbeatingoffourcommercialpulps,i.e.,unbleached
kraftpulp, bleachedsulphitepulp,rayonpulpandrefinedlinterpulp,ontheair
resistanceoftestsheetshasbeen described.ThepulpsWerebeateninasmal
laboratorybeaterandtheairresistanceoftestsheetspreparedWithstandardmethod
wasexpressedasthetimefortheflowofa300C.C.airwiththeGurley'sDens0-
meter.
From theresultsshowninFig.1and3,itwasfoundthatthefreenessofeach
beatenpulpwasinverselytothelogarithrnofairresistance,andthemeasurement
ofthesedimental Volumeofbeatenpulpwasavailabletoestimatetheairresistance
ofpaper.
Furmermore,theeffectofsoakingofpulpincausticsodasolutionontheair
resistanceoftestsheetswasinvestigated.Thealkali-treatedpulpsdecreasedtheir
airresistance,forinstance,therateofdecreasewas70% inlinter,95%inRP,980ro'
inSP and90% lnKP.Thesefactsareduetothedissc)lyingeffectofthehemicel-
1ulose lnpulpandtotheswelingandcurlingeffectoffiberbythealkal-treatment.
Theairresistanceofdifferentpulpsarenotsameevenatthesarpesolidfrac-
tionofpaper,butthelogarithmofairresistanceincreasedgeneralyinproporHon
totheincreaseofsolidfraction.
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